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注:略語説明ほか WMS(WarehouseManagementSystem;倉庫哲理システム),WCS(WarehouseControISystem;設備制御システム)

TMS(TransponationManagementSystem;配送管理システム)

*1WMS;販売管理システムと連動し,倉庫内の入荷ゼッキング･出荷業務などの最適化を支援する情朝システム

*2 TMS;倉庫管理システムと連動し,配送効率･配送品質･顧客サービスの最適化を支援する情報システム

ロジスティクスソリューションの位置づけ

日立製作所のロジスティクスソリューションは,倉庫管理ソリューション∴設備制御リューション,および配送管理ソリューションで構成する｡

経営戦略の実現を支援するロジスティクスの分野で

は,システムのスピーディな構築,柔軟性,および開

発費用の抑制が強く求められている｡情報技術(一丁)の

進展は,集中処理で行っていた業務をオープンシステ

ムの適用による分散処理で安価に実現することを可

能にし,ロジスティクス分野でも,システム化の範囲が

拡大している｡

日立製作所は,ロジスティクスソリューションとして,

(1)倉庫管理システムソリューション(WMS:Ware-

houseManagementSystem),(2)設備制御ソ

リューション(WCS:WarehouseControISystem),

および(3)配送管理システムソリューション(TMS:

欝
はじめに

長期化するわが国経済の低迷により,企業間の競争は激

消費者

石二･～･､."

企業

TransportationManagementSystem)を整備して

いる｡

大規模なWMSとしては,文具業界のB2B

(BusinesstoBusiness)システムや小売業最大手の

倉庫システムのほか,処理能力と高信頼性が求められ

るWMSをオープンアーキテクチャで数多く構築した｡

さらに,WCSでは,WMSと倉庫内の自動倉庫やピッ

キングシステム,仕分け機器などの設備を連動させる

ことにより,設備系の効率化を実現した実績を持って

いる｡TMSでは,車両の動態管理に加え,個々の荷

物の配送状況の追跡管理により,荷主へのサービス

向上を実現した｡

化している｡企業各社は優位に立つための企業戦略を策定

しており,その一つとして,最近,ロジスティクス戦略が重要

視されている｡物流センター,輸送,販売運営,およびパート

ナーに関する戦略を総合的に考えるロジスティクス戦略では,
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最近,物流改革に即した物流業務を第三者に一括で委託す

る"3PL(ThirdPartyLogistics)''も柱日されている｡これら

の戦略を具現化するためには,情報技術(IT)をいかに活用

するかが大事なポイントになる｡

日立製作所は,ITやロジスティクス分野での社内における

豊富な経験と,顧客へのシステム提供から培ったノウハウを生

かし,ロジスティクス関連のさまざまな問題を解決するソリュー

ションを提供することにより,ロジスティクス面から企業経営の

基盤強化を支援している｡

ここでは,日立製作所が提供するロジスティクスソリューショ

ンの構成と機能について述べる｡

腰
倉庫管理システム(WMS)ソリューション

2.1 ソリューションのコンセプト

次のコンセプトに基づいてWMS(Warehouse Manage-

mentSystem)ソリューションを開発した｡

(1)倉庫機能を在庫型,通過型,および加工型に分類し,

業種･業態に適したWMSを提供する｡

(2)物流業務を熟知した物流アプリケーションエンジニアによ

り,高品質で柔軟かつ効率的なWMSを短期間で提供する｡

(3)標準インタフェースにより,WCS(Warehouse ControI

System)と設備機器との容易な接続を実現する｡

ロジスティクスソリューションの中でのWMSの位置づけを図

1に示す｡

2.2 Hn■LUSTERシリーズ■

2.2.1H什LUSTER一丁C(通過型パッケージ)

小売業は,店舗からの発注データを本部で取引先別に振

り分け,一定時間内にこれらのデータを取引先へ送信する｡

取引先は,この発注データによって在庫引き当て･ピノキング･

【､仙よま望慧側-〝人洲塵l止W仙禦菓∧▲巨【袈整髪仙遠

;倉庫管理システム
(WMS)

MARC(マーク)ヨ

;ワ竺TER(ヒットラスタ‾)=㌫ご芸スタンダ‾ド

通過型･在庫型湖び加工型(望;ヒ幣甥…機能を持つパッケージ
ゞ 販売管理と倉庫管理

"体型パッケージ 弓

設備制御(WCS)ソリューション

∋マテハン設備制御の最適化

′配送管理システム
(TMS)

NEUPLANET(ニュープラネット)

車両配送計画の最適化を支援

e-traSuS(イートラサス)
車両･貨物を追跡し,顧客サービス向上を支援

図1ロジスティクス構築サービスと倉庫管理システムの位置づけ

ロジスティクス構築サービスは,WMSとTMSで構成する｡
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けl荷検品を行い,商品を小売業者のセンターに納品する｡配

送センターでは,入荷した商品を検品した後,すぐに店舗別

に仕分け,出荷する｡このパッケージは,商品が在庫されず

に通過するだけの通過型センターに適用される｡チェーンスト

ア協会が物流EDI(電子データ交換)として制定している｢事

前出荷情報:ASN(Advanced ShippingNotice)データ+を

サポートしており,SCM(ShippingCartonMarking)ラベル

を用いたサンプリング検品により,物流コストの低減や,取引

先との無伝票化を実現する｡

2.2.2 H汀LUSTER-DC(在庫型パッケージ)

商品の｢入荷準備作業一人荷検品一棚入れ,出荷情報

受信一在庫引き当て一ピノキングー出荷検品+の作業を行う

ための在庫型配送センター用のパッケージである｡(1)リアル

タイム更新による在庫精度の向上,(2)入荷番号管理を使

用した賞味期限管理･ロット管理,(3)ピッキングエリアとリ

ザーブエリアのロケーション管理によるスペースの有効活用な

どの機能をサポートしており,庫内作業の効率化と品質の向

上を図る｡自動倉庫や搬送設備,仕分け設備などの設備機

器とは標準インタフェースで接続されているので,在庫情報な

どをウェブ機能で参照することができる｡

2.2.3 HITLUSTER-PC(加工型パッケージ)

刺身などのトレイで包装されている生鮮食料品では,原材

料である魚や肉を市場からロット単位で仕入れ,レシピの指示

どおりに加工･盛りつけをし,その後に計量を行って値を付け

る｡HITLUSTER-PCは,倉席内にこのような加工施設を持

つ配送センター用のパッケージである｡通常,施設内に冷蔵

設備を保有し,保冷車両での配送手段を持っており,温度管

理が必要な商品の入荷と仕分け機能も併せ持っている｡登

録レシピによる原材料の所要量計算と在席引き当てや,加工

指示書による作業指示などのサポートにより,原材料の在庫

精度と作業効率の向上を図る｡

2.3 MARC

MARCは,SCM(Supply Chain Management)パッケー

ジとして実績のあるMARCグローバル社のWMSパッケージ

である｡MARCでは,物流センターの運用を,パラメータの設

定によって実現する｡特徴は,(1)高度な運用ストラテジー

(作業手順の定義)による効率的な庫内作業,(2)複数国語

のサポート,(3)複数荷主への対応,(4)モバイル端末のサ

ポート,(5)リアルタイム作業管理,および(6)注文による倉

庫内での製品組立サポートである｡汎用性が高く,国内と同じ

考え方で海外倉庫を管理する場合に適したパッケージである｡

題
設備制御(WCS)ソリューション

物流センターの自動倉庫,コンペヤ,ピッキングシステム,
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装置などマデノアルハンドノング(マテハン)機器のエンジニアリ

ングから,設計,据付け,保守サービスまでを支援する｡物

流センターの現場には,設備や作業に関する細かな問題が

ある｡その解決のために,設備系システム全体の効率化を実

現するWCSソリューションを開発した｡

3.1WCSソリューションのコンセプト

WCSでは,WMSの入出荷指示情報と常に連携し,マテ

ハン設備を統括制御することにより,作業の効率化や省力化

を図り,コスト競争力のあるセンター運営を支援する｡特徴は,

以下のコンセプトに基づいた｢フィードバック制御機能+のサ

ポートである｡

(1)作業員や設備など,センターのリソースの稼動率向上に

よる,実効能力向上と作業コストの低減

(2)運用情報の取り込みによる,センターの安定稼動の実現

(3)各マテハンの協調運転制御による,リードタイムの短縮

3.2 フィードJてック制御機能

フィードバック制御には以下の機能を持たせている｡

(1)人員計画機能

作業状況と作業人員の過不足をモニタ画面に表示するこ

とにより,センター管理者は,要員投入の見直しを行うことが

できる｡

(2)作業順序制御機能

(a)ロードバランス制御

所り畳み式コンテナ(オリコン)の投入量がピッキング能力

を下回ると作業ロス(手空き)が,逆にオリコン投入量がピッ

キング能力を上回ると搬送ライン渋滞などのロスがそれぞれ

発生する｡そのため,｢ピッキング能力=オリコン投入量+とな

るようにロードバランス制御を行い,作業効率と設備稼動率

の向上を図る｡ロードバランス制御の流れを図2に示す｡

液晶モニタ
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図2ロードバランス制御の流れ

進ちょく情報を加味した出荷制御により,システム効率の向上を図る｡

出

}何

(b)グループ出荷制御

複数のオリコンをピッキングラインに投入しているときに,

個別にピッキング指示を行うと,商品が保管されている棚

が隣接しているにもかかわらず,作業動線にむだが発生

する｡複数オリコングルーピング投入制御では,商品が保

管されている棚の情報により,作業動線が最小になるよう

にピッキング指示を行う｡

(3)作業状況監視機能

各運用状況(ライン状態,ピッキング進度,作業渋滞情報,

出荷量など)を監視し,センター運営管理者の判断を支援する｡

感
配送管理システム(TMS)ソリューション

4.1トラック運行管理ASPサービス"e-t｢aSuS”

2001年4月に開始した,トラック運行管理ASP(Appli-

cation Service Provider)サービス"e-traSuS(E-Transport

鞄
ハンディBCR

車速センサ ECU

⊂盛声】=コ
･車速情報取り込み

コンパクト

フラッシュ

カード

PS/2*

Yケーブル

ディジタルタコグラフ

･法3要素(速度,晴間,
距離)収集,管理

パケット通信ユニット

"E-traSUS”

固

AV

ンサ 力装
S/

32

S-

ンテ

ウェブ車載薦兼

32

己 誤

PS

･走行履歴情報保存

･作業実績情報保存

咄
り†ケット情報送受信

GPS

アンテナ

ハンディターミナル

闇
･貨物情♯を登銀

温度センサ

･保冷庫内
温度収集

廃炉
衛星

図3車載端末の概要

車載端末"ACCESSCUBE”

では,用途に合わせたさまざまな

機器を接続することができる｡

注:略語説明ほか

ECU(ElectronicControl

Unit)

BCR(BarCodeReader)

AV(Audio-Visual)

TTし(TransistorTransistor

LogicCi｢cuit)

RS232C(Recommended

Standard232C)

*PS/2は,米国における米国

lnternationalBusiness

MachinesCorp.の登録高

手票である｡
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SupportSystem)”では,主に以下の機能をサポートしている｡

(1)動態管理機能

車載端末``ACCESSCUBE'では,GPS(GlobalPosition-

ing System)を使用して現在位置を計測し,無線パケット通

信網を経由してe-traSuSセンターへ位置情報を一定間隔で

送信する｡運送会社は,インターネットにより,車両の現在位

置や走行軌跡を全国広域地図上に表示して見ることができ

る(図3参照)｡

(2)運行管理機能

ACCESSCUBEでは,車軸の回転パルス信号を取り込み,

速度･距離を自動算出する｡また,振作パネルの作業ボタン

(荷積み･荷降ろし･休憩ほか)から取り込む作業実績を基に,

運転日報などを作成し,出力する｡

(3)メッセージ機能

運行管理者は,メール感覚で,特定車両または全車両あ

てにメッセージを作成する｡同時に,｢想定できる回答+を作成

し,メッセージに添付して送信する｡運転者は,液晶モニタで

メッセージを確認し,回答番号を選択することにより,容易に

返信することができる｡

4.2"e-traSuS”の導入事例

日本トランスシティ株式会社は,貨物追跡システムをすでに

稼動させており,今回,"e-traSuS''と貨物追跡システムを連

携させ,配送状況のリアルタイムな管理と,積載車両の現在

位置の地図表示を2002年11月から可能とさせた｡これにより,

荷主からの配送についての問い合わせに迅速で正確に対応

することができるようになり,顧客サービスの向上を実現した｡

日本トランスシティ株式会社の貨物追跡システムとのリンケー

``e一打asus''センター

運行実綴情報

車両位置情報

-
P
/
V
P
N

⊥轡

日本トランスシティ株式会社
薫物追跡センター

連行実績情報

車両位置情報

配車計画

情報

靡酵

卑

轡

≠

パケット通信網

タ

⊂]

〔)

う主:略語説明

書

(_〕

も
海
､令

インターネット

～

イントラネット

タ
日本トランスシティ株式会ネ
(各営業所)

日朝 検索画面

lP/VPN(lnternetProtocol/Virtua=)rivateNetwork)

図4貨物追跡システムとのリンケージ構成

e-traSUSから車両位置情報を送信し,買物追跡とのリアルタイムなリンケージを可

能とした｡
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ジ構成を図4に示す｡

e-traSuSと貨物追跡システム連携機能は以下のとおりである｡

(1)配送実績登録,送信機能

貨物の荷降ろし時に,ハンディBCRで配送伝票の伝票番

号を読み取る｡伝票番号は,荷降ろしの作業情報とともに,e-

trasusセンターヘリアルタイムで送信される｡この貨物追跡情

報は,IP/VPNを利用し,1回当たり10分の間隔で,貨物追

跡サーバへ転送される｡

(2)貨物追跡検索

貨物追跡システムでは,出荷日,納入日,伝票番号などを

キーに車両･貨物を検索し,e-traSuSセンターの配送実績情

報を付加する｡また,伝票番号から車両番号を選択し,最新

車両位置をe-traSuSセンターの地図上に表示する｡

おわりに

ここでは,日立製作所が提供するロジスティクスソリューショ

ンの構成と機能について述べた｡

今後,ロジスティクス分野は大きな発展が予想される｡日立

製作所は,顧客のさまざまな問題解決に役立つソリューション

を提案するために,最新のITを取り込みながら,パッケージ

や製品の機能を強化していく考えである｡
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